
これまでのスーパーコンピュータ「京」の主な広報活動

マスメディア(新聞、テレビ、雑誌など) 約1,600件

広報誌を 月に１冊程度発行
成果や一般公開などの情報をホームページへ随時掲載

シンポジウム・講演など １４７件
※平成27年度は、仙台、富山、高松など各地で開催

主な見学（学校、企業など）約４万４千人(１,８２３件)

４月 敦賀工業高校（福井県）、徳島科学技術高校

５月 広島三育学院高校、JR東日本

６月 津山高専（岡山県）、米国アルゴンヌ国立研究所

７月 桜ノ宮中学校（兵庫県）、富山いずみ高校

８月 米沢興譲館高校（山形県）、札幌開成中等教育学校

巨摩高校（山梨県）、大阪大学、パナソニック

９月 名城大学（愛知県）、松江高専、静岡県立大学

１０月 鶴甲小学校（兵庫県）、九州工業大学、 NTTドコモ

１１月 都城高専（宮崎県）、磐城高校（福島県）

１２月 富谷高等学校（宮城県）、茨城工業高専

１月 神戸大学、インド工科大学

京都、仙台、東京、神戸、福岡、名古屋、
松山、札幌、金沢、広島、長崎、秋田、新
潟、盛岡、熊本、大阪、静岡、松江、富山
などで開催（平成２２年～）。

月に、３件のシンポジウム等、 35件のメディア広報、1,000人の見学を実施。※平成24年４月～平成28年１月

<平成27年度の見学事例>

平成27年10月 NHK-Eテレ「サイエンスZERO」

平成24年7月TBS「夢の扉＋」
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< 最近の報道事例 >

・「最適解を「京」で分析」

（平成27年2月日刊工業新聞）

・「津波の浸水域 即時予測」

（平成27年3月日本経済産業新聞）

・「スパコン活用新薬効率開発」

（平成27年5月日本経済新聞）


